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消化管では、胃酸、ヘリコバクター・ピロリ感染、薬剤（NSAID/アスピリン）などの傷害因子に対する

粘膜防御機構のみならず、近年では下部消化管の防御機構にも注目が集まっている。本トピック

フォーラムでは、新しい視点からの防御因子の提唱やシグナル伝達機構の解明など、消化管防御

機構に関する最先端の研究成果を公募し、防御機構に理論的根拠を与えると共に、将来の創薬

ターゲットに関する視点も討議したい。 


